
途上国における煉瓦組積造建築要素の強度評価に関する実験的研究 

 

土木大学 学生会員 ○堀 秀一朗 

土木大学 正会員   池本 敏和 

土木大学 正会員   宮島 昌克 

土木大学 正会員   深田 宰史 

 

１．はじめに 
 

煉瓦を始めとする組積造構造物は，用いる組積材料の差や構造形式の違いから様々なタイプなものが

ある．現在でも世界の人口の約 6 割がこの種の建物に住んでいる．これらの組積造構造物はノンエンジ

ニアドと呼ばれ，耐震設計をあまり考慮せずに造られ，品質管理もあまりなされていないため，地震に

対して脆弱であり，一度倒壊すると復元するのは難しい．また組積造構造物の分布は，その大半が地震

の多発地域と重なるため，地震の度に組積造構造物が壊れ，多くの人々が犠牲になっている．今後，こ

れらの既存の建物の耐震性を向上させない限り，歴史ある組積造構造物の保存，大規模な人的被害の発

生を防ぐことは困難である． 
今年の 5 月 20 日にイタリア北部でマグニチュード 6.0 の地震が発生し，震源中心の教会などの組積造

構造物に大きな被害が発生した．また 8 月 11 日にはイランのアゼルバイジャンでマグニチュード 6 の

地震が発生し，震源付近の組積造構造物が壊滅的な被害を受け，約 300 人もの死者が出た．こういった

背景から，本研究では，今後途上国で建造されていく煉瓦組積造の地震時の破壊の特徴の解明を目的と

するため，イラン周辺の中東地域で使用されている組積造建築要素の破壊機構について実験を行う． 
 

２．要素実験 
 
途上国で用いられている煉瓦組積造要素の力学特性を求めるため、輸入材料を用いた要素実験（5 段

積み煉瓦の圧縮試験，3 段積み煉瓦のせん断試験，5 段積み煉瓦の曲げ試験）を行う．今回実験に使用

した煉瓦は日本製ではなく，より途上国の構造物で実際に使用されている煉瓦に近い中国北部製の煉瓦

を使用し，目地モルタルも実際に途上国で使用されている配合を用いた． 
 

（1） モルタル圧縮試験 

 目地モルタルの圧縮試験を行った．圧縮荷重と縦ひずみ，横ひずみを測定し，圧縮応力，ヤング率，

ポアソン比を算出した．モルタルの配合設計は，現在イランなどで使用されている一般的な住宅に用い

られる配合を使用した．供試体 3 体で実験を行い，圧縮強度は約 10MPa となり，日本で使用されている

一般的な目地モルタルの圧縮強度 20～30MPa の半分以下の値となった．これは骨材に砂だけでなく石灰

を混入しているのが原因であると思われる．また，図-１はモルタルの弾性範囲内でのヤング率とポアソ

ン比である． 
 
（2） 5 段積み圧縮試験 

5 段積みの煉瓦の圧縮試験を行った．圧縮荷重を測定し，圧縮応力を算出した．供試体 3 体で実験を

行い，日本製供試体の圧縮応力は平均 7.68MPa，中国製供試体の圧縮応力は平均 3.13MPa となり，中国

製の煉瓦は日本製の煉瓦の半分以下の強度となった．  
 

（3） 3 段積みせん断試験 

3 段積みせん断試験を行った．水平荷重と鉛直荷重を測定し，水平圧縮応力とせん断応力を算出した．

供試体各 3 体で実験を行い，各水平圧縮応力と実験結果は図のようになった．日本製の煉瓦，中国製の

煉瓦共に水平圧縮応力によるせん断破壊応力の上昇が見られた．また水平圧縮応力無載荷時では中国製

の煉瓦が 0.14MPa，日本製の煉瓦が 0.08MPa となり，中国製の煉瓦が日本製の煉瓦よりせん断強度が高

い結果となった． 
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